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こころ
 ～ 笑顔のために ～

【基本理念】

自分、家族、仲間、地域。

大切なものに向き合えば、したいことが見えてくる。

心を込めて行動すれば、相手に届き、笑顔が生まれる。

笑顔は広がっていき、地域は明るくなる。

自分の「こころ」を信じ、あの人の「笑顔」のために歩もう。

【基本方針】

・人材育成

・公益事業の発展

・積極的な交流事業の開催

・対外事業への協力

・会員の拡大



公益社団法人 十和田青年会議所

2015年度 理事長立候補者所信（案）
2015年度理事長候補者 蛯沢 達彦

【はじめに】

 私は自分を変えたくて十和田青年会議所に入会しました。当時は自分自身を

信じられず、何をすれば良いのかわかりませんでした。時は過ぎ、いま振り返っ

てみてはっきりしていることは、自分が少し変わったと実感できること、そして

十和田青年会議所に入会して良かったと思っていることです。

 そのように思えるまでに様々な人と出会い、様々なことがありました。私は

「こころ」を大切にする考えを得てから変わり始めました。

十和田市秋まつり中日「お祭り広場」、東日本大震災被災地支援、わんぱく相

撲などから、誰かのために行動しているときの喜びや充実感、地域文化を推進す

ることの大切さ、地域への「恩」返しの心を持つことを学びました。そしてウマ

ジンによるアート体験事業から、自分と向き合い、自分の心の声に耳を傾け、そ

れを行動に移せば熱意が人へ伝わる。人へ伝わることにより理解を得られ、想像

以上の発展へとつながること。さらに持続するエネルギーの源は楽しさだと学

びました。これらはおぼろげながら自分の「志」と言えるものになりました。

また、青年会議所は会員と一緒に多くの時間と場面を過ごし、苦楽を共にする

ことで、お互いを理解し合います。そこから、労を惜しまず行動するこの人のた

めに、出来る限りのことをしてあげたい、と思うようになります。事業が終わっ

た後、笑顔で語り合う瞬間が私は大好きです。相手に対する「思いやり」の心と、

一生語り継ぐであろう「思い出」が得られるすばらしい組織だと考えています。

私の JC運動を支えてくれている家族の「愛」や、社員の協力を心にとどめて
おくことも学びました。また、支えてくれている人がいる貴重な時間なのだから、

いま自分ができることをやり切ろうと考えるようになりました。

自分の「志」、家族からの「愛」、仲間への「思いやり」、地域からの「恩」

大切なものに正面から向き合うことで、したいことが見えてくると思います。

心を込めて一生懸命行動すれば、その想いは相手に届き、笑顔を生むことができ

る。そして私たちも笑顔になり、笑顔はどんどん広がっていきます。

自分を信じる、誰かのために行動する、本気は伝わる、笑顔は広がっていく。

共通するのは「こころ」の大切さ。笑顔は空気を明るくしますよね。それこそが

地域を発展させる第一歩だと考えます。

私はこの学びを 2015年度の運営に反映させたいと考えています。



【人材育成】

まずは会員が一個人としても高い資質を持ち、魅力のある人となることが重

要です。それを青年会議所のルールやセミナーなどをとおして養います。魅力あ

る会員が事業を行い、外部の方と接することで、十和田青年会議所が地域の次世

代を担う人づくりに適している組織だと理解していただけると考えています。

【公益事業の発展】

 公益社団法人として青少年育成事業と文化推進事業の実施を定めております。

この公益事業をこれまで以上に地域貢献できるものへと発展させることで、十

和田青年会議所の存在と目的をさらに地域の方々に知っていただけると考えて

います。

【積極的な交流事業の開催】

 積極的に多くの方々と交流する組織となることで、同年代と接する機会が増

え、会員や組織の魅力を直接お伝えできます。十和田青年会議所への理解を深め

ていただけると考えています。

【対外事業への協力】

「日本青年会議所第 64 回全国大会東北八戸大会」「第 10 回 B-1 グランプリ
全国大会十和田大会」へ協力することで、十和田青年会議所が世の中の広さを知

り、交流の幅も広くなり、おもてなしの心を育めるので、会員や組織が成長する

好機だと考えています。

【会員の拡大】

 十和田青年会議所の抱える最大の課題は会員減少です。これを解決するため



には退会の防止と新入会員の拡大が必要です。退会の防止には、全ての会員が事

業にかかわることによる充実感や満足感の向上、事業の見直しによる年間を通

した運動サイクルの平均化を行って対応します。新入会員の拡大には、すべての

事業に拡大につながる取り組みを加え、十和田青年会議所が魅力ある組織と理

解してもらい、達成しようと考えています。

【結びに】

私は十和田青年会議所が、これからもこの地域にあり続けて欲しいです。それ

は、この組織が大切な人生の一部を費やすのに値すると実感しているからです。

2015年度は、自分の心と向き合い、事業に心を込め、地域に心を届ける意識
を持ち行動します。その結果、たくさんの笑顔が生まれ、笑顔はどんどん広がっ

ていくことでしょう。自分を信じて行動することが、地域を明るくする。そして

その笑顔が十和田青年会議所の魅力を高め、会員拡大につながります。自分の成

長、地域の発展、組織の強化がリンクする一年にしたいと考えています。

これらは私ひとりでは何ひとつ実現できません。ひとりひとりがこの組織の

当事者として、心を込めて行動する必要があります。みんなでいっしょに笑顔を

増やしましょう。ご協力よろしくお願いいたします。



２０１５年度  公益社団法人 十和田青年会議所  職務分掌（案）

社会創造室

お祭り委員会

１．文化推進事業 第 45回十和田市秋まつり中日「お祭り広場」プロデュース
２．地域の魅力発信事業

青少年育成委員会

１．青少年育成事業 青少年対象事業

２．青少年育成事業 わんぱく相撲

３．６０周年準備

地域交流室

拡大交流委員会

１．地域の方々との交流共同事業

２．会員拡大

３．会員交流事業

地域連携委員会

１．（公社）日本青年会議所全国大会 in東北八戸大会との連携事業
２．文化推進事業 地域の魅力発見事業

運営室

総務局

１．第５回定時総会

２．第６回定時総会

３．臨時総会

４．新年祝賀会

５．卒業式

６．例会・理事会の会場設営

７．総会・理事会・常任理事会の資料の確認（コンプライアンスのチェック）

８．各委員会事業の記録・広報

９．ホームページの管理・更新

１０．特別会員通信の作成・発行

１１．例会の開催

１２．選挙管理委員会の設置

１３．ＪＡＹＣＥＥとしての資質向上事業

事務局

１．渉外業務

２．理事会・常任理事会の設営並びに資料の確認

３．他団体との連絡調整

４．褒賞委員会の設置・運営

５．事業報告書発行

６．資質向上研修事業

７．B-1グランプリ十和田大会との連携

財政局

１．財政の適切な管理・執行

２．登記、会計管理

３．各事業の収支予算案並びに決算書の確認

４．公益社団法人格の維持・継続



担当例会並びに主要事業（案）

１月  総務局（新年祝賀会）◎

２月  事務局（資質向上研修事業）◎

      総務局（第５回定時総会）

３月  拡大交流委員会（会員拡大事業）◎

４月  総務局（ＪＡＹＣＥＥとしての資質向上事業）◎

５月  青少年育成委員会（青少年育成事業）◎

６月 地域連携委員会（地域の魅力発見事業）◎

    青少年育成委員会（わんぱく相撲十和田場所） 

７月  総務局（臨時総会）◎

８月  拡大交流委員会（会員拡大事業）◎

青少年育成委員会（わんぱく相撲全国大会）

９月  お祭り委員会（中日お祭り広場）◎

    地域連携委員会（日本青年会議所全国大会 in東北八戸大会）

１０月  事務局（B-1グランプリ十和田大会）◎

１１月  事務局（本・次年度合同）◎

１２月  総務局（第６回定時総会）◎

随 時 地域の魅力発信事業（お祭り委員会）、６０周年準備（青少年育成委員会）

     会員拡大（拡大交流委員会）

◎定例会

※委員会事業の内必ずひとつを副委員長に担当させる
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